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1.　研究の背景と目的
　新しい観光振興の手法として，近年，産業観光
が注目されている．我が国における産業観光推進
の背景としては，中京圏での取り組みがよく挙げ
られる．1990 年代半ば，愛知県を中心とする中
京圏で産業観光が提唱され，フォーラムやイベン
ト，定期的なツアーの開催など，積極的な取り組
みが行われてきた．こうした取り組みは他地域に
も大きな影響を与え，産業観光を新しい観光とし
て認識させた．
　しかし，代表的な産業観光として挙げられる工
場見学は，1990 年代以前から各地で取り組みが
行われてきた．また，産業観光という名称も，
1964 年に発行された観光白書に記載されている．
欧米では，1950 年代に，テクニカル・ツーリズ
ムとして，産業観光の取り組みが行われていた．
こうした過去の取り組みは，中京圏以降の取り組
みと比べると，認知されているとはいえない．
　また，産業観光の概念や手法は，我が国におい
て必ずしも確立されているとはいえない．近年，
工場見学以外にも，産業遺産を展示する博物館や，
工業地帯の夜景鑑賞を産業観光として取り組む団
体がみられる．さらに，第二次産業である工業の
施設以外にも，第三次産業である放送局や新聞社，
あるいは第一次産業の農林水産関係の施設を対象
とした見学についても，産業観光という語句が用
いられることがある．このように，産業観光の概
念については，多様化しているといえる．この概
念については，各時代の社会的な出来事や観光者
の興味関心によって，変化してきたのではないか
と考えることができる．
　産業観光に関する先行研究は，新たな産業観光
振興の可能性について考察したものや，既に取り
組んでいる地域を事例とし，現状や課題を述べた
ものが多い．一方，産業観光の成立や現在までの
変遷過程に焦点を当てた研究は少ない．しかし，
近年，各地で注目を集めている産業観光を発展さ
せるために，これまでの変遷やその背景を明らか
にすることは有意義であると考える．
　そこで，本研究では，我が国における産業観光
について，現在の観光形態の概念を整理したうえ
で，そこに至るまでの変遷と背景を明らかにする
ことを目的とした．
2 .　研究の方法と手続
　本研究では，既存文献や実際の事例から，現在
における産業観光の定義や概念を整理した．次に，
新聞記事を中心とした文献調査により，我が国に
おける産業観光の取り組みについて，その変遷を
整理した．併せて，代表的な産業観光の対象であ
る工業について，各時代のイメージを明らかにす
るため，小学 5 年の学習指導要領と教科書（社会
科）の記述を調査し，工業の発展や工業に対する
人々のイメージについて，各時代の変遷を整理し
た．また，個別地域として福岡県北九州市を取り
上げ，地域における産業観光の取り組みについて，
文献および現地調査によって変遷を整理した．こ
れらの調査結果を比較，検討することによって，
我が国における産業観光の成立と変遷の特徴，お
よび背景を明らかにした．
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3 .　研究の概要
　本研究は，全 6 章で構成されている．
　第 1 章「はじめに」では，本研究の研究背景，
先行研究，研究目的および研究方法について述べ
た．
　第 2 章「我が国における産業観光の現在」では，
本研究の研究対象を明らかにするために，我が国
における現在の実施形態を整理した．その結果，
我が国では，稼働中の工場見学だけではなく，遺
産化された産業施設や産業遺産を展示した博物館
も産業観光と認識されていることを確認した．ま
た，第一次産業や第三次産業に分類される各種産
業の施設見学についても，産業観光に含める傾向
が一部の事例でみられた．ただし，産業観光の中
心は，工場見学などの第二次産業を対象としたも
のであった．
　第 3 章「我が国における産業観光の変遷」では，
我が国における産業観光について，その変遷を整
理した．その結果，我が国では産業観光という名
称を用いた工場見学が，1950 年代後半には存在
していたことを確認した．その後，対象となる観
光資源や観光者を拡大させながら，現在の概念を
形成していったことを明らかにした．また，産業
観光が我が国で顕在化してから 2013 年までの間
において，概ね 10 年毎に図 1 のように区分でき
ることを明らかにした．
　第 4 章「我が国における工業イメージの変遷」
では，産業観光資源の中心となる工業について我
が国におけるイメージの変遷を整理した．その結
果，1950 年代から 1960 年代前半の間，我が国に
おける工業は「大切な産業」というプラスイメー
ジとして捉えられていた一方で，中小規模の工業
施設は遅れている存在と認識されていた．1960
年代後半になると，公害が社会問題として大きく
顕在化し，マイナスイメージとして認識される
ようになった．しかし，1990 年代になると公害
を克服した地域を紹介することにより，工業のマ
イナスイメージは軽減する傾向がみられた．2000
年以降になると，中小規模の工業施設が見直され，
プラスイメージが生まれた．こうした傾向を第 3
章の調査結果と比較すると，産業観光の発展や停
滞，再発展の時期と重なることが明らかになった．
　第 5 章「北九州市における産業観光の変遷」で
は，福岡県北九州市における産業観光の取り組み
を整理し，第 3 章や第 4 章の調査結果と比較した．
その結果，北九州市では，1950 年代には旧八幡
市の工場見学など，産業観光に取り組んでいたこ
とを確認した．また，北九州市の誕生を経て，
1970 年代頃まで，行政や観光協会が産業観光の
取り組みを行っていることが確認できた．その後，
1980 年代頃まで，あまり産業観光の取り組みを
確認することはできなかったが，1988 年に，行
政の基本構想に産業観光が盛り込まれ，1990 年
代以降，再び産業観光の取り組みが活発化した．
さらに，1990 年代後半から 2000 年代にかけて，
稼働中の施設だけでなく，産業遺産や工場夜景と
いった取り組みも産業観光として認識されるよう
になり，第 2 章で提示した概念を形成した．また，
北九州市の産業観光は，第 3 章で述べた発展区分
と比較すると，全国における変遷の流れと概ね一
致することを明らかにした．
4 .　結論
　本研究では，下記の結論を得た．
・我が国における産業観光は，現在，第二次産業
を中心に，包括的な概念を形成している．
・我が国における産業観光は，1950 年代頃から
顕在化し，工業の発展や公害，近代産業の遺産化
といった現象を通して，現在の概念を形成させた．
・北九州市における産業観光は，顕在化した時期
から現在までの変遷過程について，全国の流れと
概ね一致する．
　こうした点から，我が国における産業観光は，
各時代の社会的な出来事や観光者の興味関心に
よって，観光資源の対象や取り組みの方法を変化
させてきたことが明らかになった．■
①　顕在期　　1950 年代後半～ 1963 年
②　発展期　　1964 年～ 1973 年
③　停滞期　　1974 年～ 1983 年
④　再発展期　1984 年～ 1993 年
⑤　変容期　　1994 年～ 2003 年
⑥　拡大・定着期　2004 年～ 2013 年
図 1　我が国における産業観光の発展区分
